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判
決
無
視
で
出
馬
強
行
を
批
判

は
、「
下
が
る
」
が
５
９
％

で
、「
上
が
る
」
が
１
５
％

と
、
両
者
の
差
が
４
４
％
も

あ
っ
た
事
を
思
え
ば
、
悲
観

的
ム
ー
ド
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

事
は
確
か
だ
。

　

１
日
の
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
の
発
表
で
も
、

１
７
年
の
工
業
生
産
高
は
前

年
比
２
・
５
％
上
昇
だ
っ
た
。

伯
国
は
１
４
年
か
ら
３
年
連

続
で
生
産
高
の
減
少
を
記
録

し
て
お
り
、
１
７
年
の
増
大

は
４
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
。
月

別
で
は
、
１
７
年
に
前
年

比
割
れ
を
起
こ
し
た
の
は
３

月
と
８
月
だ
け
で
、
残
り
の

１
０
カ
月
は
全
て
前
年
比
増

だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
１
７
年
の

上
昇
も
、
１
４
〜
１
６
年
に

記
録
し
た
マ
イ
ナ
ス
分
（
－

　
「
自
由
無
き
と
こ
ろ
に
民
衆
主
義
は
な
い
。
責
任
無
き
と
こ
ろ
に
秩
序
は
な
い
。

司
法
無
き
と
こ
ろ
に
平
和
は
な
い
」
―
―
１
日
、
年
始
の
最
高
裁
開
廷
式
で
カ
ル

メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
は
、
来
賓
の
テ
メ
ル
大
統
領
や
上
下
両
院
議
長
を
前
に
そ
う

説
い
た
。
２
審
有
罪
判
決
を
無
視
し
て
ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
選
挙
出
馬
を
強
行
す

る
姿
勢
な
ど
を
批
判
し
た
と
見
ら
れ
る
。
２
日
付
伯
字
紙
な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

べ
き
で
も
な
い
」
と
厳
し
い

口
調
で
語
っ
た
。
昨
年
７
月

に
ル
ー
ラ
氏
１
審
を
裁
い
た

パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
の
セ
ル

ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
の
判
決
も

尊
重
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　

カ
ル
メ
ン
長
官
は
「
裁
判

は
不
利
な
結
果
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
時
は
法
的
な

手
段
、
控
訴
で
抗
議
す
べ
き

だ
」
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
ル
ー
ラ
氏
や
Ｐ
Ｔ

は
第
２
審
の
前
後
か
ら
判
決

を
尊
重
し
な
い
物
言
い
を
続

け
て
い
た
。
Ｐ
Ｔ
党
首
の
グ

レ
イ
シ
・
ホ
フ
マ
ン
上
議
は

「
ル
ー
ラ
氏
を
逮
捕
す
る
な

ら
、
死
者
さ
え
も
出
る
こ
と

に
な
る
」
と
事
前
に
威
嚇
的

な
発
言
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

判
決
後
も
ル
ー
ラ
氏
は

「
持
っ
て
い
な
い
住
宅
物
件

の
せ
い
で
有
罪
と
な
っ
た
」

と
演
説
し
、
Ｐ
Ｔ
関
係
者
も

「
こ
の
裁
判
は
仕
組
ま
れ
た

も
の
」
な
ど
と
言
い
ふ
ら
し

て
い
た
。
ル
ー
ラ
氏
が
逮
捕

さ
れ
て
も
無
視
し
て
大
統
領

選
出
馬
登
録
を
行
な
う
と
Ｐ

Ｔ
は
宣
言
し
て
い
た
。

　

１
月
３
１
日
か
ら
２
月
１

日
に
か
け
て
、
聖
市
西
部
バ

ラ
・
フ
ン
ダ
の
刑
法
裁
判

所
で
行
な
わ
れ
た
裁
判
で
、

２
０
１
５
年
１
２
月
２
日
に

当
時
４
歳
だ
っ
た
娘
を
殺
害

し
た
リ
カ
ル
ド
・
ク
ラ
ウ
ゼ
・

エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
・
ナ
ジ
ャ
ー

　

カ
ル
メ
ン
長
官
は
先
日
、

「
実
刑
執
行
は
２
審
の
後
か

否
か
」
に
つ
い
て
の
最
高
裁

判
断
の
見
直
し
審
議
を
当
面

行
わ
な
い
こ
と
を
公
言
し
、

ル
ー
ラ
氏
ら
の
態
度
に
不
満

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
伺
わ

せ
て
い
た
。

　

こ
の
開
廷
式
に
は
ラ
ケ

ル
・
ド
ッ
ジ
連
邦
検
察
庁
長

官
も
参
加
し
た
が
、
同
長
官

も
「
司
法
シ
ス
テ
ム
は
独
立

性
を
持
っ
て
進
歩
し
、
よ
り

厳
し
く
あ
る
べ
き
だ
」
と
カ

ル
メ
ン
長
官
を
支
持
す
る
発

言
を
行
な
っ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
こ
の
場

で
は
発
言
は
し
な
か
っ
た

が
、
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

記
事
に
は
、
カ
ル
メ
ン
長
官

が
先
延
ば
し
し
よ
う
と
し
て

「
司
法
無
き
と
こ
ろ
に
平
和
な
し
」

１
６
・
６
％
）
を
補
う
に
は

不
十
分
だ
。「
１
３
年
の
水

準
に
戻
る
た
め
に
は
、
回
復

の
勢
い
が
も
っ
と
力
強
い
も
の

に
な
る
必
要
が
あ
る
」
と
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
工
業
部
門
調
査
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ア
ン
ド
レ
・

マ
セ
ド
氏
は
語
る
。

　

企
業
家
の
間
に
先
の
見
通

し
を
楽
観
視
す
る
空
気
が
広

２
２
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

が
３
８
％
、「
分
か
ら
な
い
・

無
回
答
」
が
３
％
だ
っ
た
。

　

自
分
の
購
買
力
、
つ
ま
り

経
済
的
余
裕
が
下
が
る
と
思

う
人
が
、
上
が
る
と
思
う
人

よ
り
１
５
％
も
多
く
、
ま

だ
国
民
の
間
に
景
気
に
対
す

る
信
頼
感
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、

一
昨
年
１
６
年
の
１
２
月

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
社
調
査

に
よ
る
と
、
景
気
動
向
に
対

し
悲
観
的
な
見
方
を
す
る
国

民
の
割
合
が
過
去
３
年
で
最

低
値
に
な
っ
た
と
、
２
日
付

伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

調
査
は
１
月
の

２
９
、
３
０
日
に
、
全
伯

１
７
４
市
に
住
む
、
２
８
２

６
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　
「
今
後
数
カ
月
で
自
分

の
購
買
力
は
ど
う
な
る
？
」

の
質
問
に
、「
下
が
っ
て
い

く
」
と
答
え
た
の
は
３
７
％

で
、「
上
が
っ
て
い
く
」
は

１
７
年
工
業
生
産
も　

％
ア
ッ
プ

聖
州
市
の
蚊
対
策
費
が
削
減

「
回
復
業
種
の
偏
り
が
問
題
」

が
っ
た
こ
と
で
、
一
昨
年
１
６

年
に
前
年
比
１
０
・
２
％
減

だ
っ
た
資
本
財
（
工
業
生
産

ラ
イ
ン
に
配
さ
れ
る
機
械
な

ど
）
は
、
１
７
年
は
６
％
の

増
大
だ
っ
た
。

　
一
方
、
失
業
の
下
げ
止
ま

り
、
イ
ン
フ
レ
、
金
利
の
低

下
が
耐
久
消
費
財
の
生
産
高

を
１
６
年
の
１
４
・
２
％
減

か
ら
１
７
年
の
１
３
・３
％
増

に
押
し
上
げ
た
。

　

輸
出
の
拡
大
も
、
自
動
車

部
門
、
製
鉄
、
紙
パ
ル
プ
、

鉱
業
、
食
品
な
ど
の
部
門
の

生
産
拡
大
に
影
響
し
た
。

　
「
回
復
の
流
れ
が
全
て
の
部

門
に
い
き
わ
た
っ
て
お
ら
ず
、

自
動
車
、
鉱
物
採
掘
関
係
、

家
電
な
ど
に
偏
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
だ
」
と
産
業
開
発
研

究
院
（
Ｉ
ｅ
ｄ
ｉ
）
の
主
席

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ラ
フ
ァ
エ
ル・

カ
ニ
ン
氏
は
語
っ
た
。

出
し
の
コ
ラ
ム
を
発
表
。

　

い
わ
く
「
来
賓
と
し
て
言

葉
を
求
め
ら
れ
、
テ
メ
ル

は
沈
黙
を
選
ん
だ
。
こ
の

４
５
日
間
に
下
さ
れ
た
二
つ

の
（
最
高
裁
長
官
）
判
断
で
、

彼
は
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス

の
恩
赦
と
ク
リ
ス
チ
ア
ネ
・

ブ
ラ
ジ
ル
下
議
の
労
働
相
就

任
の
差
し
止
め
だ
。
そ
ん
な

ル
シ
ア
最
高
裁
長
官
と
ラ
ケ

ル
・
ド
ッ
ジ
連
邦
検
察
庁
長

官
は
、
司
法
を
攻
撃
す
る
者

の
名
前
す
ら
出
さ
ず
に
き
っ

ち
り
と
釘
を
刺
し
た
」。

　

開
廷
式
の
挨
拶
で
カ
ル
メ

ン
長
官
は
、
第
４
連
邦
地
域

裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）
が
出
し
た

ル
ー
ラ
氏
有
罪
判
決
に
関
し

て
、「
司
法
の
決
断
を
尊
重

し
な
い
こ
と
は
、
い
か
な
る

理
由
が
あ
れ
許
さ
れ
る
べ
き

で
な
く
、
受
け
入
れ
ら
れ
る

１月の伯国自動車販売台数は２３％の上昇だった
（参考画像・Comunicação Volkswagen do Brasil）

ロベルト・サー、リオ州公共保安局長
（Tania Rego/Agencia Brasil）

最高裁開廷式でのカルメン最高裁長官（左）とテメル大統領（右）
（Marcos Corrêa/PR）

い
る
「
２
審
有
罪
で
刑
執

行
」最
高
裁
判
断
に
つ
い
て
、

「
う
や
む
や
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

し
っ
か
り
法
的
に
決
着
を
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い

る
。

ル
被
告
に
対
し
、
２
４
歳

１
０
カ
月
と
な
る
実
刑
判
決

が
下
さ
れ
た
。
同
被
告
は
娘

の
ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ
ん
に
暴
行

を
加
え
た
上
に
、
手
足
を
縛

り
、
鼻
と
口
を
防
い
で
窒
息

死
さ
せ
た
疑
い
が
持
た
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
同
被
告
は
、

警
察
の
目
を
ご
ま
か
す
た
め

に
犯
罪
場
所
を
変
え
た
偽
装

工
作
の
容
疑
で
も
告
発
さ
れ

た
。
同
被
告
は
ソ
フ
ィ
ア

ち
ゃ
ん
が
事
故
死
し
た
と
主

張
し
続
け
、
控
訴
も
行
な
う

見
通
し
だ
と
い
う
。

　
　
　
　

◎

　

１
日
、
リ
オ
の
中
心
地
域

を
走
る
地
下
鉄
２
号
線
が
、

午
前
８
時
か
ら
４
０
分
ほ

ど
、
上
り
下
り
の
両
方
が
運

行
停
止
と
な
っ
た
。理
由
は
、

同
線
が
交
差
す
る
幹
線
道
路

「
黄
線
」近
く
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー

ラ
、
シ
ダ
ー
デ
・
デ
・
デ
ウ

ス
で
銃
撃
戦
が
行
な
わ
れ
た

た
め
。
同
線
は
こ
の
前
日
に

も
同
じ
理
由
で
運
行
停
止
と

な
っ
て
い
た
。
聖
市
地
下
鉄

と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
も
運
行
停
止
は

日
常
茶
飯
事
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
理
由
で
の
停
止
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
同
フ
ァ
ヴ
ェ
ー

ラ
は
映
画
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
」
で
世
界
的
に
有
名

な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
最

近
の
様
子
は
映
画
の
一
場
面

そ
の
も
の
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
聖
州

選
手
権
の
第
５
節
が
開
催
さ

れ
る
。
注
目
は
聖
市
ア
リ
ア

ン
ツ
・
パ
ル
ケ
で
行
な
わ
れ

る
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対
サ
ン
ト

ス
の
ク
ラ
シ
コ
だ
。
現
在
全

勝
中
の
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
に
対

す
る
サ
ン
ト
ス
は
、
こ
の
試

合
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
名
門

ベ
ン
フ
ィ
カ
か
ら
戻
っ
て
き

た
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
、
ガ
ビ
ゴ

ル
が
参
加
す
る
。
ま
だ
２
１

歳
と
若
い
だ
け
に
古
巣
で
復

活
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

伯
国
国
立
が
ん
院
（
Ｉ
ｎ

ｃ
ａ
）
が
２
日
、
２
０
１
８

年
が
ん
発
生
率
予
測
を
発
表

し
、
２
０
１
８
年
、
１
９
年

の
２
年
間
で
、
伯
国
内
で
新

た
に
６
０
万
人
が
、
が
ん
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
発
表

し
た
と
、
同
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　
一
番
発
生
件
数
が
多
く
な

る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い

る
の
が
非
メ
ラ
ノ
ー
マ
性
皮

膚
が
ん
で
、
次
が
男
性
は
前

立
腺
が
ん
、
女
性
が
乳
が
ん

だ
っ
た
。

　

致
死
性
の
低
い
非
メ
ラ

ノ
ー
マ
性
皮
膚
が
ん
は
、
年

間
１
６
万
５
千
人
の
新
規
発

症
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

よ
り
危
険
な
が
ん
に
限

る
と
、
女
性
で
は
乳
が

ん
（
５
万
９
千
人
）、
腸
が

ん
（
１
万
９
千
人
）、
子

宮
頸
が
ん
（
１
万
６
千

人
）
の
発
症
の
可
能
性
が
高

く
、
男
性
で
は
前
立
腺
が

ん
（
６
万
８
千
人
）、
肺
が

ん
（
１
万
８
千
人
）、
腸
が
ん

（
１
万
７
千
人
）
の
可
能
性

が
高
い
。

　

が
ん
の
種
類
別
発
生
率
は

伯
国
内
で
地
域
に
よ
る
違
い

が
あ
る
。
南
部
、
南
東
部
で

は
腸
が
ん
が
多
く
、
女
性
の

子
宮
頸
が
ん
と
、
男
性
の
胃

が
ん
の
発
生
率
が
低
い
。

　

北
部
や
北
東
部
で
は
、
女

性
の
子
宮
頸
が
ん
と
、
男
性

の
胃
が
ん
の
発
生
率
が
高
い
。

子
宮
頸
が
ん
、
胃
が
ん
は
ウ

イ
ル
ス
性
の
感
染
症
で
、
衛

生
状
態
に
留
意
す
る
こ
と
で

防
ぐ
事
が
で
き
る
。
伯
国
北

部
が
南
部
よ
り
こ
れ
ら
の
が

ん
の
発
生
率
が
高
い
の
は
、

両
地
域
の
社
会
基
盤
の
発
展

度
合
い
に
差
が
あ
る
た
め
だ

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
ナ
・
メ
ン
デ
ス
Ｉ
ｎ
ｃ

ａ
事
務
局
長
は
、「
人
々
に

が
ん
に
関
す
る
正
確
な
知
識

を
伝
え
、
正
確
な
予
防
法
や

治
療
法
、
事
前
検
診
の
重
要

性
を
伝
え
て
い
く
事
が
大
切
」

と
語
っ
た
。

　

黄
熱
病
な
ど
の
原
因
に

も
な
る
蚊
の
対
策
費
用
の

２
０
１
７
年
分
支
出
を
、
聖

州
政
府
、
聖
市
役
所
が
共
に

削
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
、
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
の
保
健
対
策

へ
の
費
用
の
見
積
も
り
は
、

聖
州
で
１
億
９
１
０
０
万
レ

ア
ル
、
聖
市
で
１
億
４
３
０

０
万
レ
ア
ル
と
、
共
に
２
０

１
６
年
分
の
そ
れ
を
上
回
る

も
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
１
７
年
の
場
合
、
実

際
に
使
わ
れ
た
費
用
は
、
聖

州
で
前
年
比
約
２
５
０
０
万

レ
ア
ル
減
（
１
５
％
減
）
と

な
る
１
億
３
８
０
０
万
レ
ア

ル
、
聖
市
で
約
８
０
０
万
レ

ア
ル
減
（
９
％
減
）
と
な
る

７
８
０
０
万
レ
ア
ル
と
大
き

く
下
が
っ
て
い
た
。

　

聖
州
が
１
７
年
に
病
原
菌

を
持
つ
蚊
の
対
策
に
使
っ
た

費
用
は
７
千
万
レ
ア
ル
。
こ

れ
も
１
６
年
の
８
６
０
０
万

レ
ア
ル
か
ら
１
９
％
も
減
っ

て
い
た
。
州
市
が
蚊
対
策
費

用
を
減
ら
せ
て
い
る
間
に
、

黄
熱
病
が
広
ま
る
環
境
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

黄
熱
病
は
、
田
園
地
帯
だ

と
ハ
エ
マ
ゴ
グ
ス
種
や
サ
ベ
テ

ス
種
、
都
会
で
は
ジ
カ
熱
や

デ
ン
グ
熱
を
媒
介
す
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
ネ
ッ
タ
イ
シ

マ
カ
が
病
原
と
な
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
聖
州
で
は

１
９
４
２
年
以
来
、
都
会
で

の
黄
熱
病
は
発
生
し
て
い
な

い
。

　

中
央
労
組
の
保
健
部
門
で

あ
る
シ
ン
ジ
サ
ウ
ー
ジ
の
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

ブ
ラ
ズ・
デ・セ
ナ
氏
は
、「
州

の
蚊
の
対
策
課
は
何
年
も
前

か
ら
器
具
が
足
ら
ず
、
薬
を

撒
き
に
行
く
よ
う
な
車
さ
え

持
っ
て
い
な
い
状
況
だ
。
と
て

も
６
４
５
市
を
管
轄
で
き
る

状
態
に
な
い
」
と
聖
州
政
府

を
批
判
し
て
い
る
。
中
央
労

組
は
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ

ミ
ン
聖
州
知
事
や
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
市
市
長
の
民
主
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と
対
立

関
係
に
あ
る
。

　

連
邦
政
府
か
ら
の
保

健
対
策
費
用
の
捻
出
も
、

２
０
１
６
年
の
２
億
３
８
０

０
万
レ
ア
ル
か
ら
２
億
１
８

０
０
万
レ
ア
ル
へ
と
約

２
千
万
レ
ア
ル
（
８
％
）
ほ

ど
下
が
っ
て
い
る
。

　

リ
オ
市
西
部
シ
ダ
ー
デ
・

デ
・
デ
ウ
ス
地
区
の
治
安
悪

化
に
伴
い
、
警
察
と
犯
罪
組

織
の
銃
撃
戦
が
連
日
発
生
し

て
主
要
幹
線
道
路
が
遮
断
さ

れ
、
１
日
夜
に
は
住
む
１
９

歳
の
女
性
が
流
れ
弾
に
当
た

る
事
件
が
発
生
し
た
と
１
、

２
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

１
月
３
１
日
に
は
、
同
地

区
で
発
生
し
た
軍
警
と
犯
罪

組
織
の
銃
撃
戦
の
結
果
、
３

人
の
麻
薬
組
織
構
成
員
が
死

亡
。
こ
れ
に
怒
っ
た
住
民
が

バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
、
収
容

幹
線
道
路
リ
ン
ニ
ャ
・
ア
マ

レ
ー
ラ
（
黄
線
）
を
封
鎖
す

る
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。

　

翌
日
に
も
銃
撃
戦
が
同
じ

地
区
と
黄
線
付
近
で
起
こ

り
、
通
行
中
だ
っ
た
車
の
乗

客
が
、
銃
撃
戦
の
間
、
車
の

影
に
隠
れ
て
息
を
潜
め
、
通

行
再
開
を
待
っ
た
。

　

そ
の
夜
に
は
同
地
区
に
住

む
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
ク
ル
ス
さ

ん
（
１
９
）
が
買
い
物
に

出
た
と
こ
ろ
で
流
れ
弾
に
当

た
っ
た
。
近
く
の
住
民
に
救

助
さ
れ
た
ク
ル
ス
さ
ん
は
、

救
急
医
療
施
設
で
手
当
て
を

う
け
、
今
は
バ
ー
ラ
・
ダ
・

チ
ジ
ュ
ッ
カ
地
区
の
市
立
病

院
に
入
院
し
て
い
る
。
命
に

別
状
は
な
い
。

　

リ
オ
州
公
共
保
安
局
長
、

ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ー
氏
は
、「
２

外国為替市況
中銀サイトより

2月2日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2143  R$
買　3.2130  R$

円相場
売　0.0292  R$
買　0.0292  R$

ルーラとＰＴに不快感示す

リ
オ
の
フ
ァ
ベ
ー
ラ
で
銃
撃
戦

２
日
連
続
、
幹
線
道
路
が
遮
断

黄
熱
病
流
行
の
下
地
作
っ
た
？
！

カルメン
最高裁長官

景
気
動
向
へ
の
悲
観
論
が
減
少

（２）２０１８年 第４９３０号 ２月 ３日 （土曜日）

２
年
で
６
０
万
人
が
が
ん
に

地
域
ご
と
で
種
類
に
違
い
も

国立がん院

2.5

　

ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
誌
電
子
版
１

日
付
け
Ｎ
ｏ
ｂ
ｌ
ａ
ｔ
ブ
ロ
グ
は
、「
女
二
人
が
司
法
弁

護
、
男
三
人
は
沈
黙
」
の
見

日
連
続
で
シ
ダ
ー

デ
・
デ
・
デ
ウ
ス

で
の
銃
撃
戦
の
影

響
で
幹
線
道
路
封

鎖
が
起
こ
っ
た
こ

と
は
嘆
か
わ
し

い
。
し
か
し
、
こ

の
地
区
の
犯
罪
を

抑
え
よ
う
と
警
察

が
活
動
し
て
い
る

か
ら
起
こ
っ
た
事

だ
と
、
前
向
き
な

理
解
を
求
め
た

い
」
の
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
て
い

た
。



　

平へ
い

安あ
ん

時じ

代だ
い

の
後こ

う

期き

、
堀ほ

り

河か
わ

院い
ん

（
１
０
７
９
―
１
１
０
７
）

の
頃こ

ろ

、
市し

の
正か

み

時と
き

光み
つ

と
い
う
笙し

ょ
う
（
雅が

楽が
く

で
用も

ち

い
ら
れ
る
管か

ん

楽が
っ

器き

）
の
名め

い

人じ
ん

が
い
た
。

　

茂し
げ

光み
つ

と
い
う
篳ひ

ち

篥り
き

（
雅が

楽が
く

や
神か

楽ぐ
ら

で
用も

ち

い
ら
れ
る
縦た

て

笛ぶ
え

）

の
名め

い

手し
ゅ

と
よ
く
気き

が
合あ

い
、
二ふ

た

人り

で
興き

ょ
う
に
ま
か
せ
て
裏り

頭と
う

楽ら
く

（
唐と

う

楽ら
く

の
一い

っ

種し
ゅ

）
と
い
う
曲き

ょ
く
を
合が

っ

唱し
ょ
うし
て
い
た
が
、
そ
の
見み

事ご
と

さ
が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
も
聞き

こ
え
て
、
堀ほ

り

河か
わ

院い
ん

か
ら
お
召め

し
の
使し

者し
ゃ

が

来き

た
。

　

使つ
か

い
の
者も

の

は
、
そ
の
旨む

ね

を
伝つ

た

え
た
け
れ
ど
も
、
二ふ

た

人り

と
も

夢む

中ち
ゅ
うで
歌う

た

い
続つ

づ

け
て
い
て
、
耳み

み

を
貸か

さ
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ

う
も
な
く
、
堀ほ

り

河か
わ

院い
ん

に
あ
り
の
ま
ま
を
報ほ

う

告こ
く

し
た
。
こ
れ
で
は

ど
ん
な
お
叱し

か

り
が
あ
る
こ
と
か
と
思お

も

っ
て
い
た
が
、
案あ

ん

に
相そ

う

違い

し
て
、
堀ほ

り

河か
わ

院い
ん

は
こ
う
言い

っ
て
涙な

み
だ
ぐ
ま
れ
た
と
い
う
。

　
さ
て
も
風ふ

う

雅が

な
る
者も

の

た
ち
か
な
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
音お

ん

楽が
く

に

夢む

中ち
ゅ
うに
な
っ
て
、
す
べ
て
を
忘わ

す

れ
る
ば
か
り
熱ね

っ

中ち
ゅ
うす
る
こ
と
こ

そ
尊と

う
とい
こ
と
よ
。
王お

う

位い

な
ど
と
は
口く

ち

惜お

し
い
も
の
じ
ゃ
。
行い

っ

て
聞き

く
こ
と
も
出で

来き

ぬ
と
は
。［
１
，
ｐ
７
０
］

　

宮
き
ゅ
う

中ち
ゅ
うか
ら
お
召め

し
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
名な

を
世よ

に
響ひ

び

か
せ
る

チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
二ふ

た

人り

に
と
っ
て
は
、
そ
ん

な
事こ

と

は
ど
う
で
も
良よ

い
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
た
だ
、
良よ

い
音お

ん

楽が
く

を
作つ

く

り
出だ

せ
れ
ば
、
そ
れ
で
満ま

ん

足ぞ
く

で
あ
っ
た
の
だ
。

　

堀ほ
り

河か
わ

院い
ん

自じ

身し
ん

に
し
て
も
、
自み

ず
か
ら
管か

ん

弦げ
ん

を
愛あ

い

し
、
そ
の
腕う

で

前ま
え

も
優す

ぐ

れ
て
い
た
と
言い

わ
れ
て
お
り
、
天て

ん

皇の
う

の
位く

ら
いに
あ
る
こ
と
よ

り
も
、
彼か

れ

ら
の
優す

ぐ

れ
た
音お

ん

楽が
く

を
聞き

き
に
行い

く
こ
と
す
ら
で
き
な

い
、
と
い
う
事こ

と

を
口く

ち

惜お

し
く
思お

も

わ
れ
て
い
る
。

　「
古

い
に
し
えの
学が

く

者し
ゃ

は
己お

の

が
た
め
に
し
、
今い

ま

の
学が

く

者し
ゃ

は
人ひ

と

の
た
め
に
す
」

と
い
う
孔こ

う

子し

の
言こ

と

葉ば

が
あ
る
。
古

い
に
し
えの
学が

く

者し
ゃ

は
た
だ
た
だ
己お

の
れの
道み

ち

「
己お

の
れ

の
道み

ち

」を
求も

と

め
た
人ひ

と

々び
と

２０１1年
ねん

8月
がつ

28日
にち

版
ばん

の
探た

ん

求き
ゅ
うの
た
め
に
学が

く

問も
ん

を
し
た
が
、
今い

ま

の
学が

く

者し
ゃ

は
世せ

間け
ん

に
知し

ら

れ
ん
が
た
め
に
学が

く

問も
ん

を
す
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意い

味み

で
あ
る
。

　

世せ

間け
ん

に
知し

ら
れ
る
事こ

と

を
求も

と

め
る
の
は
、
名め

い

誉よ

や
冨と

み

を
得え

る

た
め
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
名

み
ょ
う

利り

が
目も

く

的て
き

で
、
学が

く

問も
ん

は

そ
れ
を
得え

る
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
が
昂こ

う

じ
れ
ば
、
名

み
ょ
う

利り

さ
え
得え

ら
れ
れ
ば
、
学が

く

問も
ん

の
方ほ

う

は
手て

を
抜ぬ

い
て
も
良よ

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
い
う

姿し

勢せ
い

か
ら
は
一い

ち

流り
ゅ
うの
学が

く

問も
ん

も
、
ま
た
本ほ

ん

当と
う

の
学が

く

問も
ん

の
喜よ

ろ
こ
び
も
生う

ま
れ
な
い
。

　

時と
き

光み
つ

と
茂し

げ

光み
つ

が
名め

い

手し
ゅ

名め
い

人じ
ん

と
な
っ
た
の
は
、
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うか
ら
の
お

召め

し
と
い
う
名

み
ょ
う

利り

よ
り
も
、
た
だ
た
だ
良よ

い
音お

ん

楽が
く

を
求も

と

め
る
、

と
い
う
己お

の
れの
道み

ち

に
没ぼ

っ

頭と
う

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
名め

い

手し
ゅ

・
名め

い

人じ
ん

こ
そ
が
一い

ち

流り
ゅ
うの
芸げ

い

術じ
ゅ
つや

学が
く

問も
ん

を
創つ

く

り
出だ

す
。「
己お

の

が
た
め
」
に
す
る
こ
と
が
、
結け

っ

果か

的て
き

に
は
「
世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

我わ

が
国く

に

に
は
、
ひ
た
す
ら
に
「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
探た

ん

究き
ゅ
うし
て
、
一い

ち

流り
ゅ
うの
芸げ

い

術じ
ゅ
つや
学が

く

問も
ん

を
創つ

く

り
出だ

し
た
先せ

ん

人じ
ん

が
実じ

つ

に
多お

お

い
。
今こ

ん

回か
い

は
、
そ
う
し
た
人ひ

と

々び
と

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

　

本ほ
ん

阿あ

弥み

家け

は
、
代だ

い

々だ
い

刀と
う

剣け
ん

の
鑑か

ん

定て
い

な
ど
を
家か

業ぎ
ょ
うと
し
て
い

た
が
、そ
の
一ひ

と

人り

、本ほ
ん

阿あ

弥み

光こ
う

徳と
く（
１
５
５
６
―
１
６
１
９
）が
、

徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

か
ら
正ま

さ

宗む
ね

の
脇わ

き

指ざ
し

を
見み

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

代だ
い

々だ
い

足あ
し

利か
が

公く

方ぼ
う

家け

の
宝た

か
ら
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

直じ
き

筆ひ
つ

の
添そ

え

状じ
ょ
うま
で
が
つ
い
て
お
り
、
家い

え

康や
す

の
か
ね
て
自じ

慢ま
ん

の

品し
な

で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
光こ

う

徳と
く

が
そ
の
刀か

た
な
を
よ
く
よ
く
見み

る
と
、
焼や

き
直な

お

し
も
の
で
と
う
て
い
使つ

か

い
物も

の

に
な
ら
な
い
。
そ
う
正

し
ょ
う

直じ
き

に
申も

う

し

述の

べ
る
と
、
家い

え

康や
す

は
と
た
ん
に
機き

嫌げ
ん

が
悪わ

る

く
な
り
、「
な
に
と

て
さ
よ
う
な
こ
と
を
言い

う
ぞ
」
と
心し

ん

外が
い

な
ら
ぬ
ふ
う
で
あ
っ
た
。

　

光こ
う

徳と
く

は
、
尊た

か

氏う
じ

公こ
う

の
添そ

え

状じ
ょ
うが
あ
っ
た
と
て
何な

ん

の
用よ

う

に
も
立た

た

な
い
、
尊た

か

氏う
じ

公こ
う

が
刀か

た
なの
目め

利き

き
で
あ
っ
た
と
い
う
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

も
な
い
、

と
断だ

ん

乎こ

と
し
て
言い

っ
て
の
け
た
。
家い

え

康や
す

は
、
慮り

ょ

外が
い

な
奴や

つ

と
、
二に

度ど

と
光こ

う

徳と
く

を
召め

し
出だ

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

刀か
た
なの
目め

利き

き
に
か
け
て
は
自じ

分ぶ
ん

こ
そ
が
天て

ん

下か

の
権け

ん

威い

と
い
う

誇ほ
こ

り
は
、
天て

ん

下か

第だ
い

一い
ち
の
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

を
前ま

え

に
し
て
も
、
変か

わ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

　

本ほ
ん

阿あ

弥み

家け

に
は
、
こ
れ
と
は
逆ぎ

ゃ
くの
逸い

つ

話わ

も
あ
る
。
有ゆ

う

名め
い

な
本ほ

ん

阿あ

弥み

光こ
う

悦え
つ

の
孫ま

ご

、
空く

う

中ち
ゅ
う

斎さ
い

光こ
う

甫ほ

（
１
６
０
１
―
１
６
８
２
）

は
、
江え

戸ど

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
あ
る
日ひ

、
安あ

芸き

広ひ
ろ

島し
ま

藩は
ん

の
屋や

敷し
き

に
呼よ

ば

れ
て
い
く
と
、
刀

か
た
な

奉ぶ

行ぎ
ょ
うの
今い

ま

田だ

四し

郎ろ
う

左さ

衛え

門も
ん

と
い
う
人ひ

と

か
ら
、

古ふ
る

び
た
鞘さ

や

に
入は

い
っ
た
錆さ

び
刀が

た
なを
見み

せ
ら
れ
た
。

　

国く
に

元も
と

か
ら
、
代だ

い

金き
ん

２
枚ま

い

で
売う

っ
て
く
れ
と
頼た

の

ん
で
き
た
の
で
、

方か
た

々が
た

へ
見み

せ
た
が
、
買か

い
手て

が
つ
か
な
い
。
光こ

う

甫ほ

の
手て

で
ど
こ

か
へ
売う

っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
。

　

光こ
う

甫ほ

が
刀か

た
なを
つ
く
づ
く
と
見み

る
と
、
銘め

い

も
な
く
、
錆さ

び
て
見み

る
か
げ
も
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
刀か

た
な
は
ま
さ
し
く
正ま

さ

宗む
ね

で

あ
る
。
そ
こ
で
光こ

う

甫ほ

は
、「
い
か
ほ
ど
高こ

う

値じ
き

で
も
わ
れ
ら
が
引ひ

き
取と

り
ま
し
ょ
う
。
が
、あ
と
で
後こ

う

悔か
い

め
さ
る
る
な
」と
言い

っ
た
。

　

そ
の
場ば

に
居い

合あ

わ
せ
た
重

じ
ゅ
う

臣し
ん

た
ち
が
、
興

き
ょ
う

味み

を
持も

っ
て
、「
こ

の
刀か

た
ない
っ
た
い
何な

ん

で
あ
る
か
」
と
尋た

ず

ね
る
の
で
、
光こ

う

甫ほ

は
「
正ま

さ

宗む
ね

に
間ま

違ち
が

い
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
断だ

ん

定て
い

し
て
、一い

ち

同ど
う

を
驚お

ど
ろか
せ
た
。

　

光こ
う

甫ほ

は
そ
の
刀か

た
な
を
預あ

ず

か
っ
て
、
京き

ょ
うに
帰か

え

り
、
研と

ぎ
上あ

げ
て
み

る
と
、
見み

れ
ば
み
る
ほ
ど
良よ

い
刀か

た
な
と
な
っ
た
。
一い

ち

族ぞ
く

の
長ち

ょ
う
・
光こ

う

温お
ん

は
判は

ん

金き
ん

２
５
０
枚ま

い

と
い
う
値ね

段だ
ん

を
つ
け
て
や
っ
た
。

　

光こ
う

甫ほ

は
、
目め

利き

き
た
る
自じ

分ぶ
ん

が
正ま

さ

宗む
ね

と
断だ

ん

じ
た
も
の
を
、

相あ
い

手て

が
知し

ら
ぬ
か
ら
と
言い

っ
て
、
安や

す

い
値ね

で
引ひ

き
取と

る
よ
う
な

所し
ょ

業ぎ
ょ
うを
恥は

じ

と
し
た
。
そ
ん
な
卑い

や

し
い
金か

ね

儲も
う

け
よ
り
も
、
刀か

た
なの

目め

利き

き
に
か
け
て
は
自じ

分ぶ
ん

た
ち
こ
そ
が
天て

ん

下か

の
権け

ん

威い

で
あ
る
と

い
う
誇ほ

こ

り
と
自じ

負ふ

を
護ま

も

る
こ
と
が
大だ

い

事じ

だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
誇ほ

こ

り
と
自じ

負ふ

を
支さ

さ

え
る
た
め
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
日ひ

頃ご
ろ

の

精し
ょ
う

進じ
ん

が
あ
っ
た
こ
と
か
、
想そ

う

像ぞ
う

に
難か

た

く
な
い
。

　

本ほ
ん

阿あ

弥み

家け

が
長な

が

き
に
わ
た
っ
て
、
刀と

う

剣け
ん

鑑か
ん

定て
い

に
か
け
て
は
天て

ん

下か

の
権け

ん

威い

と
し
て
君く

ん

臨り
ん

し
た
の
も
、
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

に
媚こ

び
ず
、
利り

に
流な

が

さ
れ
ず
、ひ
た
す
ら
己お

の
れの
道み

ち

に
打う

ち
込こ

ん
だ
故ゆ

え

で
あ
ろ
う
。

１
．「
王お

う

位い

な
ど
と
は

　
　
　
　
　
口く

ち

惜お

し
い
も
の
じ
ゃ
」

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

中ち
ゅ
う

期き

の
文ぶ

ん

人じ
ん

画が

家か

、
書し

ょ

家か

の
池

い
け
の

大た
い

雅が

も
金き

ん

銭せ
ん

に
は
目め

も
く
れ
な
い
人ひ

と

だ
っ
た
。
書し

ょ

画が

を
書か

い
て
謝し

ゃ

儀ぎ

を
受う

け

取と

っ
て
も
、
扇お

う
ぎ
を
開ひ

ら

い
て
受じ

ゅ

領り
ょ
うし
、
封ふ

う

も
切き

ら
な
い
ま
ま
に
そ

ば
の
箱は

こ

の
中な

か

に
入い

れ
て
お
く
。
金き

ん

額が
く

を
見み

れ
ば
、
多た

少し
ょ
うの
欲よ

く

心し
ん

が
出で

て
よ
く
な
い
、
と
言い

っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

米こ
め

味み

噌そ

な
ど
の
代だ

い

金き
ん

を
受う

け
取と

り
に
商

し
ょ
う

人に
ん

が
来く

る
と
、「
こ

の
内う

ち

に
天て

ん

よ
り
給た

ま

い
た
る
品し

な

あ
れ
ば
取と

り
て
い
く
べ
し
」
と

言い

っ
て
、
勝か

っ

手て

に
そ
の
箱は

こ

か
ら
持も

っ
て
行ゆ

か
せ
た
。
自じ

分ぶ
ん

の
書し

ょ

画が

の
わ
ざ
は
天て

ん

の
与あ

た

え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
米こ

め

味み

噌そ

な

ど
必ひ

つ

要よ
う

な
も
の
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

と
考か

ん
が
え
て
い
た
。

　

８
、９
畳じ

ょ
う
ほ
ど
の
粗そ

末ま
つ

な
小ち

い

さ
な
部へ

屋や

に
妻つ

ま

と
二ふ

た

人り

で
住す

み
、
時と

き

々ど
き

は
大た

い

雅が

が
三し

ゃ

味み

線せ
ん

を
、
妻つ

ま

が
琴こ

と

を
弾ひ

い
て
、
楽た

の

し

ん
で
い
た
。

　

あ
る
時と

き

、
金き

ん

屏び
ょ
う

風ぶ

を
描か

い
て
大た

い

金き
ん

を
い
た
だ
い
た
が
、
そ

の
包つ

つ

み
を
そ
の
ま
ま
床ゆ

か

の
上う

え

に
お
い
て
お
い
た
。
夜よ

中な
か

に
盗ぬ

す

人っ
と

が
壁か

べ

を
切き

り
抜ぬ

い
て
、
そ
の
包つ

つ

み
金が

ね

を
持も

ち
去さ

っ
た
。
朝あ

さ

、
妻つ

ま

が
切き

り
抜ぬ

か
れ
た
壁か

べ

を
見み

て
、
驚お

ど
ろい
て
、
昨き

日の
う

い
た
だ
い
た
金か

ね

は
ど
こ
に
置お

き
ま
し
た
か
、
と
尋た

ず

ね
る
と
、
大た

い

雅が

は
驚お

ど
ろ
く
様さ

ま

も

な
く
「
床ゆ

か

の
上う

え

に
置お

い
た
が
、
な
け
れ
ば
、
盗ぬ

す

人っ
と

が
持も

っ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
」
と
答こ

た

え
た
。

　

門も
ん

人じ
ん

た
ち
が
来き

て
、壁か

べ

の
穴あ

な

は
見み

苦ぐ
る

し
い
の
で
修

し
ゅ
う

繕ぜ
ん

し
た
ら
、

と
勧す

す

め
た
が
、
大た

い

雅が

は
、
ち
ょ
う
ど
夏な

つ

で
涼

り
ょ
う

風ふ
う

が
入は

い

る
か
ら
、

こ
の
ま
ま
で
結け

っ

構こ
う

と
取と

り
合あ

わ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
る
時と

き

、
祗ぎ

園お
ん

祠し

の
修

し
ゅ
う

繕ぜ
ん

が
計け

い

画か
く

さ
れ
、
門も

ん

前ぜ
ん

の

人ひ
と

々び
と

は
財ざ

い

産さ
ん

に
応お

う

じ
て
、
費ひ

用よ
う

を
出だ

す
よ
う
求も

と

め
ら
れ
た
。

見み

る
か
ら
に
貧ま

ず

し
そ
う
な
生せ

い

活か
つ

ぶ
り
の
大た

い

雅が

は
、
３
０
０
銭せ

ん

し
か
割わ

り
当あ

て
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
大た

い

雅が

は
押お

し

入い

れ
に
銭ぜ

に

が
貯た

ま
っ
て
い
る
が
、
使つ

か

う

こ
と
も
な
い
の
に
貯た

め
て
お
く
の
も
無む

益え
き

な
の
で
、
祗ぎ

園お
ん

祠し

に

奉ほ
う

納の
う

す
る
に
如し

か
ず
と
、
数か

ぞ

え
て
み
た
ら
３
０
０
貫か

ん

余よ

も
あ
っ

た
。
夫ふ

う

婦ふ

で
喜よ

ろ
こ
ん
で
、
銭ぜ

に

を
担か

つ

い
で
奉ほ

う

納の
う

す
る
と
、
近き

ん

所じ
ょ

の

人ひ
と

は
み
な
奇き

特と
く

な
人ひ

と

だ
と
讃た

た

え
た
。

　
こ
う
し
た
生い

き
方か

た

を
貫つ

ら
ぬい
た
大た

い

雅が

が
描か

い
た
書し

ょ

画が

は
「
一い

っ

点て
ん

の
俗ぞ

く

悪あ
く

の
気き

な
し
」
と
讃た

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
古

い
に
し
えの
学が

く

者し
ゃ

は
己お

の

が
た
め
に
し
、

         

今い
ま

の
学が

く

者し
ゃ

は
人ひ

と

の
た
め
に
す
」

ん
じ
、
そ
の
家い

え

を
訪た

ず

ね
た
事こ

と

が
あ
っ
た
が
、
壁か

べ

は
落お

ち
か
か
り
、

障し
ょ
う

子じ

は
破や

ぶ

れ
と
言い

っ
た
様さ

ま

に
驚お

ど
ろい
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
机

つ
く
え

に
は
お
び
た
た
し
い
書し

ょ

物も
つ

が
積つ

ん
で
あ
っ
た
。

　

春
し
ゅ
ん

嶽が
く

公こ
う

は
、次つ

ぎ

の
よ
う
な
意い

味み

の
こ
と
を
書か

き
記し

る

し
て
い
る
。

　

自じ

分ぶ
ん

は
富ふ

う

貴き

の
身み

で
大た

い

廈か

高こ
う

楼ろ
う

に
住す

み
、
何な

に

ひ
と
つ
足た

ら

ぬ
も
の
と
て
な
い
身し

ん

上じ
ょ
うで
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
屋や

に
万ま

ん

巻が
ん

の

書し
ょ

の
蓄た

く
わ
え
も
な
く
、
心こ

こ
ろ
は
寒さ

む

く
貧ま

ず

し
く
、
曙あ

け

覧み

に
劣お

と

る
こ
と

言い

う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
自し

然ぜ
ん

と
う
し
ろ
め
た
く
て
顔か

お

が
赤あ

か

く

な
る
気き

持も
ち

が
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
曙あ

け

覧み

の
歌う

た

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
心こ

こ
ろの
雅み

や
びを
学ま

な

ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思お

も
っ
た
。［
１
，
ｐ
１
１
９
］

　

陋ろ
う

屋お
く

の
有あ

り

様さ
ま

な
ど
は
気き

に
も
か
け
ず
に
、
自み

ず
か
ら
の
心こ

こ
ろの
貧ま

ず

し

さ
に
顔か

お

を
赤あ

か

ら
め
る
春

し
ゅ
ん

嶽が
く

公こ
う

も
ま
た
、
名

み
ょ
う

利り

に
と
ら
わ
れ
ず

己お
の
れの
道み

ち

を
歩あ

ゆ

ん
だ
人ひ

と

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

以い

上じ
ょ
う、
芸げ

い

道ど
う

の
達た

つ

人じ
ん

・
名め

い

人じ
ん

を
取と

り
上あ

げ
て
き
た
が
、
名

み
ょ
う

利り

に
囚と

ら

わ
れ
ず
、
た
だ
己お

の
れの
道み

ち

を
究き

わ

め
よ
う
と
す
る
生い

き
方か

た

は
、
市し

井せ
い

の
庶し

ょ

民み
ん

に
も
で
き
る
こ
と
だ
。
そ
の
一い

ち

例れ
い

と
し
て
、

以い

上じ
ょ
うの
例れ

い

を
引い

ん

用よ
う

さ
せ
て
頂い

た
だい
た
『
清せ

い

貧ひ
ん

の
思し

想そ
う

』［
１
］
の

著ち
ょ

者し
ゃ

・
中な

か

野の

孝こ
う

次じ

氏し

は
、
自じ

身し
ん

の
両

り
ょ
う

親し
ん

の
生い

き
様ざ

ま

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し

て
い
る
。

　
わ
た
し
の
父ち

ち

は
職

し
ょ
く

人に
ん

―
家い

え

を
建た

て
る
大だ

い

工く

―
で
し
た
が
、

父ち
ち

の
関か

ん

係け
い

で
知し

っ
た
様さ

ま

々ざ
ま

な
職

し
ょ
く

人に
ん

に
は
、
職

し
ょ
く

人に
ん

気き

質し
つ

と
い
う
一ひ

と

つ
の
生い

き
方か

た

の
規き

範は
ん

が
あ
り
ま
し
た
。

　
か
れ
ら
は
そ
の
小ち

い

さ
な
家い

え

に
必か

な
ら
ず
神し

ん

仏ぶ
つ

を
祀ま

つ

り
、
朝あ

さ

夕ゆ
う

敬け
い

虔け
ん

に
そ
れ
を
拝は

い

し
、
神し

ん

仏ぶ
つ

の
存そ

ん

在ざ
い

を
信し

ん

じ
て
い
ま
し
た
。
た

と
え
法ほ

う

や
人ひ

と

の
目め

に
触ふ

れ
な
く
と
も
間ま

違ち
が
っ
た
こ
と
を
す
る
の

は
神し

ん

仏ぶ
つ

に
対た

い

し
て
許ゆ

る

さ
れ
ぬ
、
と
い
う
心こ

こ
ろの
律り

つ

を
持も

っ
て
い
た

の
で
す
。・
・
・

　
そ
し
て
そ
の
暮く

ら

し
は
・
・
・
身み

を
粉こ

に
し
て
も
貧ま

ず

し
い
も
の

で
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
を
嘆な

げ

い
て
も
い
ま
し
た
が
、
人に

ん

間げ
ん

は

５
．「
一い

っ

点て
ん

の
俗ぞ

く

悪あ
く

の
気き

な
し
」

ま
っ
と
う
に
働は

た
らい
て
生い

き
る
べ
き
も
の
で
、
盗ぬ

す

み
や
詐さ

欺ぎ

や
収

し
ゅ
う

賄わ
い

や
投と

う

機き

や
、
そ
ん
な
手し

ゅ

段だ
ん

で
成せ

い

功こ
う

す
る
の
は
間ま

違ち
が
っ
て
い
る

と
信し

ん

じ
て
い
ま
し
た
。・
・
・

　
か
れ
ら
は
仕し

事ご
と

と
自じ

分ぶ
ん

の
業わ

ざ

に
誇ほ

こ

り
を
持も

ち
（
本ほ

ん

阿あ

弥み

一い
ち

族ぞ
く

と
同お

な

じ
で
す
）、
金か

ね

儲も
う

け
よ
り
も
よ
い
仕し

事ご
と

を
す
る
こ
と
を

望の
ぞ

ん
で
い
ま
し
た
。［
１
，
ｐ
２
２
４
］

　

母は
は

親お
や

の
生い

き
方か

た

も
欲よ

く

得と
く

を
離は

な

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
わ
た
し
の
母は

は

な
ぞ
は
炊す

い

事じ

、
掃そ

う

除じ

、
縫ぬ

い
物も

の

な
ど
、
す
べ

て
家か

族ぞ
く

の
た
め
に
身み

を
捧さ

さ

げ
る
よ
う
な
毎ま

い

日に
ち

で
し
た
け
れ
ど

も
、
家い

え

の
内う

ち

は
つ
ね
に
清せ

い

潔け
つ

に
保た

も

ち
、
み
ず
か
ら
に
対た

い

し
て
求も

と

め
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
た
。・
・
・

　

母は
は

は
狭せ

ま

い
庭に

わ

に
花は

な

の
咲さ

く
灌か

ん

木ぼ
く

や
草く

さ

や
盆ぼ

ん

栽さ
い

を
育そ

だ

て
て
い

て
、
そ
れ
ら
の
花は

な

が
咲さ

く
と
近き

ん

所じ
ょ

の
友と

も

だ
ち
と
茶ち

ゃ

を
飲の

み
な
が

ら
、
今こ

年と
し

は
よ
く
咲さ

い
た
と
、
生い

き
て
ふ
た
た
び
花は

な

に
逢あ

え
た

こ
と
を
一い

っ

緒し
ょ

に
楽た

の

し
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。［
１
，
２
２
５
］

　
こ
う
し
た
、
名

み
ょ
う

利り

に
と
ら
わ
れ
ず
に
ひ
た
す
ら
己お

の
れの
道み

ち

を
歩あ

ゆ

ん
だ
庶し

ょ

民み
ん

が
、
か
つ
て
の
我わ

が
国く

に

に
は
あ
ち
こ
ち
に
い
た
の
だ
。

こ
う
い
う
生い

き
方か

た

か
ら
見み

れ
ば
、
現げ

ん

代だ
い

の
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

が

ど
う
の
、
株か

ぶ

価か

が
ど
う
の
と
ば
か
り
い
う
世せ

界か
い

は
、
あ
ま
り
に

も
お
金か

ね

に
囚と

ら

わ
れ
過す

ぎ
て
い
る
よ
う
に
見み

え
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
目め

先さ
き

の
利り

益え
き

だ
と
か
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うに
と
ら
わ
れ

て
、
顧こ

客き
ゃ
くや
社し

ゃ

員い
ん

の
た
め
に
な
る
事じ

業ぎ
ょ
うを
追つ

い

求き
ゅ
うし
た
り
、
技ぎ

術じ
ゅ
つを
磨み

が

い
た
り
、
と
い
う
「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
怠お

こ
たれ
ば
、
結け

っ

果か

的て
き

に

経け
い

済ざ
い

も
衰す

い

退た
い

し
て
し
ま
う
。
近き

ん

年ね
ん

の
我わ

が
国く

に

の
経け

い

済ざ
い

不ふ

振し
ん

も
、

こ
の
あ
た
り
が
原げ

ん

因い
ん

か
も
知し

れ
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
中な

か

野の

氏し

の
父ち

ち

親お
や

の
よ
う
な
一い

っ

徹て
つ

の
職

し
ょ
く

人に
ん

、
母は

は

親お
や

の
よ
う
な
家か

事じ

や
育い

く

児じ

に
没ぼ

っ

頭と
う

す
る
婦ふ

人じ
ん

、
さ
ら
に
は
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

、
教

き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

、
政せ

い

治じ

家か

、
自じ

衛え
い

官か
ん

、
警け

い

察さ
つ

官か
ん

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
い
る
国く

に

の
方ほ

う

が
、
立り

っ

派ぱ

な
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

き
、
経け

い

済ざ
い

も
発は

っ

展て
ん

す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
池

い
け
の

大た
い

雅が

の
よ
う
に
、
知し

ら
な
い
う
ち
に
押お

し

入い

れ

に
大た

い

金き
ん

が
貯た

ま
っ
て
い
て
、
困こ

ま

っ
て
い
る
他た

国こ
く

を
助た

す

け
て
あ
げ

る
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

名
み
ょ
う

利り

に
と
ら
わ
れ
て
「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
見み

失う
し
なえ
ば
名

み
ょ
う

利り

も
逃に

げ
て
い
く
。
名

み
ょ
う

利り

を
忘わ

す

れ
て
、
た
だ
「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
歩あ

ゆ

ん
で
い

（３） ２０１８年第４９３０号 	 ２月	 ３日	（土曜日）

　
我わ

が
国く

に

に
は
、
名み

ょ
う

利り

を
忘わ

す

れ
て
、
ひ
た
す
ら
芸げ

い

術じ
ゅ
つや
学が

く

問も
ん

な
ど

「
己お

の
れ

の
道み

ち

」
を
求も

と

め
た
人ひ

と

々び
と

が
い
た
。

釣ち
ょ
う便べ
ん
図ず

（
池い

け
の
大た

い
雅が

）

け
ば
、
心

こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
な
生い

き
方か

た

が

で
き
る
し
、
時と

き

に
は
名

み
ょ
う

利り

も

勝か
っ

手て

に
つ
い
て
く
る
。
我わ

が

国く
に

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
、
こ
う
い

う
事こ

と

を
教お

し

え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

中な
か

野の

孝こ
う

次じ

『
清せ

い

貧ひ
ん

の

思し

想そ
う

』、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

６
．「
た
の
し
み
は
」

３
．
刀か

た
な

の
目め

利き

き
に
か
け
て
は

        

自じ

分ぶ
ん

こ
そ
が
天て

ん

下か

の
権け

ん

威い

        

と
い
う
誇ほ

こ

り

４
．「
い
か
ほ
ど
高こ

う

値じ
き

で
も

         

わ
れ
ら
が
引ひ

き
取と

り
ま
し
ょ
う
」

７
．
庶し

ょ

民み
ん

の
生い

き
方か

た

８
．「
己お

の
れの
道み

ち

」
を
歩あ

ゆ

ん
で
い
け
ば

　

池
い
け
の

大た
い

雅が

の
風ふ

う

格か
く

を
慕し

た

っ
た
幕ば

く

末ま
つ

の
歌か

人じ
ん

が
橘

た
ち
ば
な

曙あ
け

覧み

で
あ
る
。
曙あ

け

覧み

は
福ふ

く

井い

の
人ひ

と

で
、
３
０
代だ

い

半な
か

ば
に
ふ
と

決け
っ

心し
ん

し
て
、
祖そ

先せ
ん

伝で
ん

来ら
い

の
家か

業ぎ
ょ
う

財ざ
い

産さ
ん

を
弟

お
と
う
とに
譲ゆ

ず

り
、

山さ
ん

中ち
ゅ
うに
引ひ

き
こ
も
っ
て
、
貧び

ん

乏ぼ
う

暮ぐ

ら
し
も
気き

に
せ
ず
に
、

歌う
た

を
詠よ

ん
で
生い

き
た
。

　

曙あ
け

覧み

の
歌う

た

で
、
最も

っ
と
も
有ゆ

う

名め
い

な
の
は
「
た
の
し
み
は
」

で
始は

じ

ま
る
『
独ど

く

楽ら
く

吟ぎ
ん

』
で
あ
ろ
う
。

　
た
の
し
み
は
妻め

子こ

む
つ
ま
じ
く
う
ち
つ
ど
い
頭あ

た
まな
ら

べ
て
物も

の

を
く
ふ
時と

き

　
た
の
し
み
は
ま
れ
に
魚

さ
か
な

煮に

て
児こ

等ら

皆み
な

が
う
ま
し
う
ま

し
と
い
ひ
て
食く

ふ
時と

き

　
た
の
し
み
は
そ
ぞ
ろ
読よ

み
ゆ
く
書し

ょ

の
中な

か

に
我わ

れ

と
ひ
と

し
き
人ひ

と

を
見み

し
時と

き

　

貧ま
ず

し
い
中な

か

に
も
、
い
か
に
も
心

こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
な
生せ

い

活か
つ

が
窺う

か
が
わ

れ
る
歌う

た

で
あ
る
。

　

福ふ
く

井い

藩は
ん

の
名め

い

君く
ん

・
松ま

つ

平だ
い
ら

春し
ゅ
ん

嶽が
く

は
曙あ

け

覧み

の
歌か

才さ
い

を
重お

も
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Princesa Mako deverá 
visitar o Brasil em julho Estas notícias são produzidas pela 
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Família Imperial (29/02/2018)

A Princesa Mako, do Ja-
pão, deverá visitar o Brasil 
em julho, para participar das 
cerimônias comemorativas 
do centésimo décimo ani-
versário desde que japone-
ses começaram sua onda de 

emigração rumo ao Brasil.
Esta visita deverá ser a úl-
tima viagem da princesa ao 
exterior, como membro da 
família imperial, uma vez 
que ela deverá se casar com 
um japonês que não per-

tence à família imperial, em 
novembro. Ela é a filha mais 
velha do casal de príncipes 
Akishino.
Fontes bem informadas 
adiantam que a Princesa 
Mako deverá fazer um dis-

Cresce em várias partes 
do mundo a quantidade de 
indivíduos que são deslo-
cados de sua terra em razão 
de conflitos e perseguições. 
Chegou ao total sem prece-
dentes de 65,6 milhões de 
pessoas, segundo relatório 
recente do Alto Comissaria-
do das Nações Unidas para 
refugiados.
Como várias nações desen-
volvidas acolhem refugia-
dos, a sociedade internacio-
nal volta a sua atenção para 
a posição que o governo 
japonês adota em relação a 
esta questão global. No mês 
passado, o Ministério da 
Justiça do Japão fez mudan-
ças no sistema de reconhe-
cimento de refugiados para 
possibilitar a aplicação de 
regras mais severas. Diante 
da quantidade crescente de 
solicitações de visto de refu-
giado, inclusive de pessoas 
interessadas em trabalhar no 

Uma grande quantia do 
dinheiro virtual roubado 
sexta-feira de uma correto-
ra com sede em Tóquio foi 
transferida para outras con-
tas, aparentemente para di-
ficultar o rastreamento dos 
valores.
Na semana passada, em um 
ataque de hackers, a corre-
tora Coincheck sofreu um 
extravio de criptomoedas 
NEM em valor equivalente 
a mais de 500 milhões de 
dólares.
Constatou-se que o dinheiro 
foi transferido para dez con-

curso desejando o desenvol-
vimento de um relaciona-
mento ainda mais próximo 
do Japão com o Brasil. A 
princesa deverá visitar vá-
rias cidades de grande po-
pulação de descendentes de 
japoneses.

Comentário (01/02/2018)

Dinheiro Virtual Roubado (31/01/2018)

Japão muda o seu sistema de 
reconhecimento de refugiados

Dinheiro virtual roubado no Japão foi 
transferido para diversas contas

Japão, as autoridades estão 
determinadas a tomar medi-
das mais rigorosas para ne-
gar o visto a indivíduos que 
claramente não tenham esta 
qualificação. Neste Comen-
tário, fala sobre o assunto a 
presidente da Associação de 
Apoio a Refugiados do Ja-
pão, Eri Ishikawa.
“Pela situação geográfica 
do Japão — país insular 
afastado de nações e regiões 
das quais provém a maioria 
dos refugiados —, a quanti-
dade dos acolhidos é extre-
mamente pequena em com-
paração com a de outros 
países desenvolvidos. Dos 
mais de 10 mil indivíduos 
que solicitaram asilo no Ja-
pão em 2016, somente 28 
foram reconhecidos como 
refugiados. É notória tam-
bém a prolongada triagem, 
às vezes de até três anos, a 
que são submetidos os soli-
citantes.

tas on-line.
A NHK, que vem monito-
rando as contas com o uso 
de registros de transações 
na internet, constatou que 
foi realizada na noite de ter-
ça-feira uma transferência 
entre contas em valor infe-
rior a 100 dólares.
Posteriormente 14 transfe-
rências de quantias simila-
res foram feitas para outras 
contas. O dinheiro virtual 
roubado é agora comparti-
lhado por 19 contas.
Também houve transferên-
cias para as mesmas contas 

O Ministério da Justiça 
anunciou que a mudança do 
sistema tem o objetivo de 
proteger refugiados. Con-
cluo, porém, que o governo 
japonês esteja mais preocu-
pado com o grande número 
de indivíduos que burlam o 
sistema para simplesmente 
poder trabalhar no Japão. 
Acredito que a intenção da 
mudança é impedir o in-
gresso dessas pessoas no 
país.
A nossa entidade pres-
ta apoio a indivíduos dos 
quais deve ser reconhecida 
a condição de refugiado. 
Sabemos da dificuldade de 
refugiados que aguardam 
três longos anos sem assis-
tência oficial ou trabalho. 
Receamos que essas pesso-
as possam se tornar mais e 
mais aflitas com a mudança 
do sistema. Trata-se de um 
problema de vida ou morte 
para quem aguarda o reco-

a partir de outras contas em 
valor inferior a 10 dólares 
cada.
Engenheiros do setor de ci-
bernética continuam à bus-
ca dos fundos perdidos. Um 
especialista em segurança 

Atividades vulcânicas vol-
taram a despertar preocu-
pações no Japão. Segundo 
a Agência de Meteorologia 
local, um número recorde 
de tremores tem sido regis-
trado perto de uma popular 
estação de esqui na região 
nordeste do país.
Funcionários estão alertan-
do as pessoas para tomarem 

cuidado nas proximidades 
do Monte Zao, pois tremo-
res foram verificados na 
região poucos dias atrás. 
Na tarde de terça-feira, eles 
registraram o mais forte tre-
mor já visto na montanha, o 
que levou a agência a elevar 
o nível de alerta vulcânico 
para 2, numa escala que vai 
até 5. Há riscos de rochas 

vulcânicas caírem dentro de 
um raio de um quilômetro a 
partir da cratera.
Os tremores no Monte Zao 
ocorrem em seguida à erup-
ção com morte registrada 
semana passada no Monte 
Kusatsu-Shirane, ao norte 
de Tóquio. Nesse episódio, 
uma pessoa morreu e onze 
ficaram feridas. A ativida-

Tremores vulcânicos continuam intensos e 
Japão eleva nível de alerta no Monte Zao

Desastre Natural (30/01/2018)

de vulcânica continua alta 
e há alerta para um outro 
incidente de igual intensi-
dade na região. Funcioná-
rios locais estão pedindo à 
população para permanecer 
afastada, no mínimo, dois 
quilômetros da cratera, fe-
chando o acesso a essa área.

O primeiro-ministro da 
China, Li Keqiang, teria 
manifestado sua intenção de 
realizar preparativos para 
uma reunião de cúpula com 
os líderes de Japão e Coreia 
do Sul logo após o encerra-
mento do Congresso Nacio-
nal do Povo, em março.
O Japão pretende presidir 
o encontro e permitir que o 
premiê chinês visite o país 
pela primeira vez desde que 
assumiu o cargo.
Segundo fontes diplomá-
ticas de Japão e China, Li 
falou ao chanceler japonês 
Taro Kono a respeito de seu 
plano durante reunião entre 
ambos, no domingo passa-
do, em Pequim.
Depois do encontro, Kono 
disse que Li Keqiang res-
pondeu positivamente ao 

Diplomacia (01/02/2018)

Premiê da China quer 
realizar cúpula com Japão 
e Coreia do Sul

seu pedido para que ele 
visite o Japão para uma 
cúpula trilateral.
Funcionários do Minis-
tério dos Negócios Es-
trangeiros do Japão acre-
ditam que as declarações 
de Li foram feitas porque 
espera-se que a compo-
sição da nova liderança 
chinesa seja completada 
no Congresso Nacional 
do Povo.
O governo japonês es-
pera que, paralelamen-
te à cúpula trilateral, os 
premiês Shinzo Abe e Li 
Keqiang possam concor-
dar quanto ao início de 
um sistema de comuni-
cação para emergências. 
Ele ajudaria a prevenir a 
ocorrência de incidentes 
no mar e no ar.

A Assembleia da provín-
cia de Okinawa, no sul do 
Japão, adotou por unani-
midade uma resolução que 
protesta contra a recente sé-
rie de pousos de emergência 
de helicópteros das Forças 
Armadas americanas fora 
de suas bases.
Somente em janeiro, três 
helicópteros realizaram tais 
pousos na província. Todas 
as aeronaves pertencem à 
Base Aérea de Futenma do 
Corpo de Fuzileiros Navais 
dos Estados Unidos.
A resolução, adotada na 
quinta-feira, chama os inci-
dentes de anormais, dizendo 
ser inaceitável que as forças 
americanas em Okinawa 
continuem a realizar treina-

Okinawa (01/02/2018)

Assembleia da província de Okinawa 
adota resolução contra incidentes com 
helicópteros militares americanos

mentos aéreos sem uma 
explicação adequada do 
que causou tais pousos.
O documento pede ainda 
a interrupção imediata 
de todos os voos de ae-
ronaves militares da base 
aérea sobre regiões civis.
A resolução também 
exige que os fuzileiros 
navais posicionados em 
Okinawa sejam transfe-
ridos para fora da pro-
víncia e do Japão o quan-
to antes.
A assembleia irá enviar 
a resolução à Embaixada 
dos Estados Unidos e ao 
quartel-general das For-
ças Armadas americanas 
em Tóquio.

nhecimento.
Há ainda o fato de que al-
guns indivíduos precisam 
solicitar mais de uma vez 
visto de refugiado. Dos 28 
reconhecidos como refu-
giados em 2016, dois rece-
beram o visto em segunda 
tentativa. É que as circuns-
tâncias dos refugiados estão 
em constante mudança. No 
caso dos sírios, por exem-
plo, mesmo que seja rejeita-
da uma primeira solicitação, 
a insegurança em sua terra 
natal pode estar mais grave 
por ocasião de uma segunda 
solicitação.
O que é preciso garantir é 
que assistência seja dada a 
pessoas em necessidade de 
ajuda. O governo japonês 
precisa ser cuidadoso ao 
mudar o sistema, de modo a 
não rejeitar indivíduos com 
verdadeira necessidade de 
proteção.
Além disso, convém fazer 
mudanças regulares no sis-
tema de reconhecimento da 
condição de refugiado para 
assegurar uma aplicação 
adequada das medidas cor-
respondentes.”

de criptomoedas, Masanori 
Kusunoki, disse que mo-
bilizações similares foram 
observadas em roubos do 
passado no setor de moedas 
virtuais.
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